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1　は　じ　め　に

乾燥が不十分で，サイレージとしても，乾草としても貯

蔵に不向きな，いわゆる半乾燥状態の牧草を貯蔵したとき

に発生する変敗損失に対し，アンモニア処理がどのような・

抑制効果を示すかを明らかにするとともに．アンモニア処

理半乾草が乳牛の採食性．産乳性に及ぼす影響について検

討を行った。

2　試　験　方　法

（1）アンモニア処理及び貯蔵法

水分が30％前後の半乾燥状態のオーチャードグラスをラ

ウンドベーラにより梱包したのち，日当たりのよい平地を

選び，すのこ，古タイヤの台座を置いて，その上に堆摸し．

ビニールフィルムで被覆密封してスタックを作製した。次

いで，液化アンモニアを原物垂当たり2％注入し，材料草

との反応終了後も密封した状態で3か月及び6か月間屋外

に貯蔵した。開封後2～3日間自然通気によりアンモニア

を揮散させ，かびの発生状態を調べたのち乳牛に給与した。

脚　泌乳牛に対する給与試験

ホルスタイン種雌牛10頭を用い．表1に示すように，反

転法にしたがい予備飼育期間を1週間．本試験期間を3週

間とする合計4週間を1期間として，3回反復した。給与

量はオーチャードグラス無処理乾燥（調製時水分含量：14

％）又はアンモニア処理半乾牧草を1日1頑当たり原物垂

で4秒，トウモロコシサイレージ20鴎としたはか，日本飼

養標準の100％の充足率となるよう濃厚飼料を給与した。

各試験期の最終日にはアンモニア処理及び無処理乾草を単

一給与し，採食後における血液中の尿素窒素の経時的変化

を調べた。

表1　泌乳牛に対する給与試験法

　＼　 試験期間 第 1 期 第　2　期 第　 3　期
供試頭数、、、 （4 週間） （4 週間） （4週間）

5　頑 無 処理乾草 アンモニア処理半 乾 牧 草
無処理 乾草

5　頑 アンモニア処理
半 乾 牧 草 無処理乾草

アンモニア処理
半 乾 牧 草

（3）若雌牛に対する給与試験

16か月齢～21か月齢の若雌牛4頭を用い，22型ラテン

方格法にしたがい．アンモニア処理半乾牧草を自由採食さ

せた場合の採食性に及ぼす影響について検討を行った。

3　結果及び考察

高水分無処理乾草（調製時水分含量：20％）の水分は3

か月間の貯蔵中に著しい減少を示したが，アンモニア処理

半乾牧草及び低水分無処理乾草（調製時水分含量：14％）

の水分はほとんど変化が認められなかった。乾物損失率は

低水分無処理乾草（6か月間貯歳）で1．7％にとどまった

が．高水分無処理乾草（3か月間貯蔵）では3．7％にも適

した。これに対し，アンモニア処理半乾牧草では乾物損失

がほとんどなく，逆に極めてわずかながら増加した。この

ような高水分無処理乾草における水分の著しい低下と乾物

の多量の損失は，貯蔵中の高熱発生に起因するものと考え

られる。一方，アンモニア処理による乾物量の増加は添加

アンモニアと半乾牧草の化学反応による窒素結合によるも

のと考えられる。かびの発生に伴う廃棄量は低水分乾草で

は2％とわずかであったが，高水分乾草では，19％と極め

て高い値を示した。アンモニア処理半乾牧草では，ペール

表面のビニールフィルムとの接触部分及びすのこに接した

底部にわずかながらかびの発生が認められたが，廃棄量は皆

蓑2　アンモニア処理半乾牧草の貯蔵性に及ぼす影響

処　　　　　　　　　 理

水　　　　　　 分
乾 物

増 減 率
廃 棄 率雷蔵処票 開封直後 有 意 性

（％）　 ・（％） （％） （％）

2 ％ N H さ添加 90 日間屋外貯蔵 29．1　　 27．8　　　 N S 十　0．4 0

〝　　 150 日間屋外貯蔵 3 1．1　　 28．4　　　 N S ＋ 0，2 0

無処理乾草 90 日間屋内貯蔵 20．0　　　 17．6　　　　 ＊ －　3．7 19

〝　 150 日間屋内貯蔵 14．0　　 15．O　　　 N S － 1．0 2

■：P＜0．05
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無に等しかった。

若雌牛に対して自由採食を行った場合の1日1頑当たり

乾物摂取量は，高水分無処理乾草（調製時水分含量：20％）

の4・1句に対し，アンモニア処理半乾牧草は5．2旬であり，

後者の採食性が断然勝ることが明らかとなった。また．表

3に示すように，泌乳牛でもアンモニア処理半乾牧草の場

合には残食がほとんど認められなかったが．無処理乾草で

は多量の残食が認められた。この結果それぞれ5毎定量

給与したにもかかわらず，両者間の乾物摂取量には有意差

（P＜0．05）が認められた。しかし，乳量，乳脂率，無脂固

形分率については両者の間に全く差異が認められなかった。

血堂中の尿素窒素は無処理乾草給与ではほとんど変化が

認められなかったのに対し，アンモニア処理半乾牧草給与

では採食直後に著しい増加が認められた。この尿素窒素の

増加は，アンモニア処理により増加した窒素化合物が胃内

で分解され，胃内微生物に利用されないまま，余剰のアン

モニアとして血液中に取り込まれ，肝臓で尿素に転換され

たことによるものと考えられる。尿素窒素は利用されるこ

となく，そのまま体外へ排出されることから，アンモニア

添加に由来する窒素の利用率は低いと考えられる。これま

での報告1－2）によれ吼非蛋白態窒素は．飼料中の窒素量

が高いと尿素として排出される割合が高くなって利用率が

低下し，濃厚飼料等の炭水化物を同時に充分に給与した場

合には有効に利用されることが明らかにされている。した

がって，本試験でもアンモニア処理に用いた牧草が良質で

あったことと，濃厚飼料採食後4時間目に給与したことが，

窒素の利用率をより一層低下させることになったと考えら

れる。

蓑3　アンモニア処理半乾牧草の採食性と産乳性に及ぼす影響

測　 定　 項　 目

アンモニア処理 り　 無処理乾草 2）
半乾牧草給与区　 給 与 区 有 意 性

平均値 ± S E　　　 平均値 ± S E

残　 食　 量 （匂／日∴頭）3） 0．25 ± 0．14　　　 1．19 ± 0．14 ■■
乾 物 摂 取 量 （ゆ／日．頑 ） 2．74 ± 0．10　　　 2．3 1 ± 0．21 ＊
乳　　　　 量 （ゆ／日．頑 ） 20．58 ± 1．55　　　 20．38 ± 1．53 N S

乳　 脂　 率 （％） 3．54 ± 0．2 2　　　 3．52 ± 0．13 N S

無脂固型分率 （％） 8．38 ± 0．31　　　 8．35 ± 0．20 N S

注．1）給与時水分含量：26．9％
2）給与時水分含量：17．8％
3）4匂（原物垂）給与した場合の残金量
＊：P＜0．05．柚：P＜0．01

3

採　血　時　間（採食後時間）
‘（時間）

図1　血祭尿素窒素の採食後の経時的変化

以上述べたように．半乾牧草に対するアンモニア処理は

変敗防止効果が高く，採食性の面でも好結果が得られたこ

とから，貯蔵謂製法として極めて優れているといえる。し

かし，窒素の利用率が低く，乳量，乳成分の面でも添加効

果は認められなかったことから，飼料価値を向上させる効

果についてはあまり期待できないと考えられる。更に，液

化アンモニアの使用により調製コストが上昇することから，

アンモニア処理を行う場合には繊維が堅いとが蛋白含有率

の低い低質粗飼料を主たる対象とすべきであり，良質牧草

に対する適用は，サイレージとしても乾草としても貯蔵が

困難な半乾状態の場合に限定すべきであろうと思われる。
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